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給食センター 3つの進化

1
進
化

ドライシステム
　常に床を乾いた状態に保ち、雑菌の繁
殖を防ぎます。施設内の温度・湿度を一
定に保つ空調設備も導入しました。

2
進
化

パススルー
　雑菌や異物の流入を防ぐため、各部屋
を明確に区切り、食材だけを受け渡す調
理・洗浄システムを導入しました。

3
進
化

アレルギー食調理室
　食物アレルギーを持つ児童生徒のた
め、原因となる食品が混入しないよう、
専用の部屋で調理・配食を行います。

食
べ
さ
せ
た
い
給
食
が

こ
こ
に
あ
り
ま
し
た

旧学校給食センター旧学校給食センター

特　集
安全で質の高い給食を
～ 進化した学校給食センター ～

　

市
唯
一
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
あ

る
「
阿
賀
野
市
安
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」

（
以
下
、
給
食
セ
ン
タ
ー
）。

　

以
前
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
建
築
後
35

年
以
上
が
経
過
。
老
朽
化
の
進
行
と
、
国

が
示
す
安
全
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
困
難

な
状
況
に
あ
っ
た
た
め
、
抜
本
的
な
改
善

が
必
要
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
26
年
度
か
ら
施
設
の
建

て
替
え
の
検
討
を
始
め
、
平
成
29
年
6
月

に
旧
山
手
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
へ
の

移
転
改
築
工
事
に
着
手
。
平
成
30
年
4
月

か
ら
、
新
た
な
給
食
セ
ン
タ
ー
と
し
て
運

用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
最
新
の
調
理
機
器
を
備
え
、

衛
生
管
理
機
能
と
大
量
調
理
機
能
を
併
せ

持
つ
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
給
食
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

学校給食センターの概要

■所在地　福永 910 番地 1■所在地　福永 910 番地 1
■敷地面積　6,565.09 ㎡■敷地面積　6,565.09 ㎡
■延べ床面積　1,233.31 ㎡■延べ床面積　1,233.31 ㎡
■建築物構造　鉄骨造 2階建て■建築物構造　鉄骨造 2階建て
■最大調理能力　1,000 食／日■最大調理能力　1,000 食／日
■配食学校数　幼稚園 1園、小学校 1■配食学校数　幼稚園 1園、小学校 1
　校、中学校 1校、特別支援学校 1校　校、中学校 1校、特別支援学校 1校
■事業費　7億 8,076 万円■事業費　7億 8,076 万円
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学校教育課  吉村主事学校教育課  吉村主事

関係者以外は入るこ
とができない施設内
を紹介します。

特集　安全で質の高い給食を特集　安全で質の高い給食を

下処理室下処理室 検収室検収室

和え物室和え物室

アレルギー食アレルギー食
調理室調理室

調理室調理室

　回収されたコンテナ・食器・食缶類の洗浄
作業を行う部屋です。2台の洗浄機を使用し
て、効率的に洗浄します。

洗浄室

　各学校施設に配送する食器・食缶類をコン
テナに積み込む部屋です。給食後の食器など
は、洗浄後に消毒保管機でコンテナごとに一
括で消毒した後、保管します。

配膳・消毒保管室

　食品の切裁等を行い、煮る、揚げる、焼く
などの加熱処理を行う部屋。調理した食品の
冷却や食品を食缶に配食する作業も行います。

調理室

　原材料の仕入れから、量や鮮度、品質など
を確認（点検）する部屋です。原材料ごとに
受入室が区分されています。

検収室

　肉や野菜の下味を付けたり、野菜と果物の
皮むきや洗浄などを行ったりする部屋です。
この施設では、果物専用の部屋を設けました。

下処理室給食センター給食センター
に潜入！に潜入！

　自動炊飯システムにより、計量・洗米・炊飯・
蒸らしまでの工程を全自動で行っています。
　1時間当たり 150 キログラムのコメを炊飯
することができます。

炊飯室

炊飯室炊飯室

配膳・消毒保管室配膳・消毒保管室

洗浄室洗浄室

　和え物、サラダなどの専用調理室です。加
熱処理された食材を真空冷却機で約 10 度ま
で冷却した後、冷蔵庫に入れて保管します。

和え物室

調理の流れ

回収の流れ
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第１位第１位
ささみチーズフライ

特集　安全で質の高い給食を特集　安全で質の高い給食を

　

今
の
学
校
給
食
に
求
め
ら
れ
て
い
る

も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

最
初
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
や
は
り

安
全
性
で
す
。
給
食
セ
ン
タ
ー
を
改
築

し
、
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
や
パ
ス
ス
ル
ー
、

ア
レ
ル
ギ
ー
食
調
理
室
な
ど
を
導
入
し

た
一
番
の
理
由
は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
設
備

だ
け
で
な
く
、
調
理
員
や
栄
養
士
な
ど

従
事
者
一
人
一
人
が
常
に
徹
底
し
た
衛

生
管
理
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
健
全
に

発
達
で
き
、
そ
し
て
給
食
が
学
校
生
活

の
楽
し
み
の
一
つ
と
な
る
た
め
に
は
、

お
い
し
さ
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
核
家
族
や
共
働
き
が
増
え

る
な
ど
生
活
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
、
食

に
対
す
る
考
え
方
が
多
様
化
す
る
現
在

で
は
、
地
域
の
伝
統
的
な
料
理
や
食
文

化
の
伝
承
も
学
校
給
食
の
重
要
な
役
割

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
市
内
に
は
郷
土

料
理
や
地
場
産
食
材
が
豊
富
に
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
給
食
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「　学校給食に求められているもの　」

田学校給食センターのほか、京ヶ瀬中
学校、水原中学校、笹神中学校の調理
業務を受託しています。

　民間委託は給食の質が低下するのではないかと
心配する人がいるかもしれませんが、給食センター
と自校方式（校内に調理場がある方式）を合わせ、
全国475施設での業務実績があり、そこから得た
経験とノウハウには自信を持っています。
　独自の衛生管理研修会を年 2回以上実施すると
ともに、衛生管理や調理方法をさらに改善できる
よう、栄養教諭との話し合いを日々重ねています。

（安田小学校全校調査）

給食センターのこだわり
ささみチ ズフライささみチ ズフライ

★給食ランキング★
（主菜）

第 2位第 2位
タレカツタレカツ 第 3位第 3位

ハンバーグハンバーグ

みんな大好き！

給食のおかげで、嫌
いな野菜が食べられ
るようになったよ。

いつもおいしい給食いつもおいしい給食
ありがとう！ありがとう！

栄養いっぱいの給食を食べて、もっと大きくなるぞ！

生産者のこだわり

安

経験を生かし、改善を繰り返す

業百年になります
が、牛乳を納める
ようになったのは

つい 2年前。飲料用の牛乳
は管理基準が厳しく、量もた
くさん必要であるため、参入
は難しいと考えていました。
　ところが、ミルクセミナー
というイベントで、うちの牛
乳と地元野菜を使った、ル
ウを使わないシチューを作っ
たところ、それを食べた子ど
もが「すごい野菜の味がす
る」と言いました。普通のシ
チューはルウの味、でもルウ

を使わずに作れば素材の味が
生きる。それが子どもにも伝
わったのだと思いました。
　このことが転機となり、そ
の後、給食関係者にシチュー
を試食してもらい、現在では
月1、2回シチューやクラム
チャウダーの材料として、牛
乳を使ってもらっています。
　今は化学調味料が発達し、
いろいろなものが安く、簡単
に作れる時代です。だからこ
そ子どもの頃に素材本来の味
や力を感じて取ってほしいと
思っています。

創
素材本来の味を伝える

毎日、笑顔で食べ
てもらえるように

食は子どもたちのために
あります。栄養のバラン
スは大切ですが、食べ

なければ、体の栄養になりません。
　そこで、次の 3つにこだわった
献立を心掛けています。
　1つ目は、「旬の食材を使い、季
節を感じられるものにすること」で
す。地域の良さに気付いてもらう
ためにも、なるべく地場産の材料
を使うよう配慮しています。新し
い給食センターは果物を洗う専用
の部屋があるので、果物をたくさ

ん取り入れていきたいと思います。
　2つ目は、「彩り」です。食器に
盛り付けられたときの全体の色合
いを考え、食欲が湧くように材料
を組み合わせています。
　3つ目は、「苦手なものと好きな
ものを組み合わせること」です。
　例えば、サラダは、野菜にツナ
やササミなど好きな食材を合わせ、
苦手な子が多い魚は、フライにし
て手作りのソースをかけるなど、
「少し頑張れば食べられる」ように
工夫しています。

給

長谷川 多恵子  栄養教諭長谷川 多恵子  栄養教諭

調理業務を行っている㈱メフォスの皆さん調理業務を行っている㈱メフォスの皆さん

子どもたちの笑顔のために
頑張っています

㈱神田酪農 代表取締役  神田 豊広 さん㈱神田酪農 代表取締役  神田 豊広 さん

■
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課 

教
育
総
務
係

　

☎
62
‐
２
７
９
０
（
内
線
３
３
８
）
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「犯罪のない安全で安心なまちづくり旬間・
全国地域安全運動」が始まります！

　市民の防犯意識の向上と自主防犯行動の定着を
図り、安心して暮らせる地域社会を実現するため、
10 月 11 日（木）～ 20 日（土）を「犯罪のない
安全で安心なまちづくり旬間」と定めています。

市・警察・市防犯協会・地域の自主防犯団体等が
犯罪を減らすための各種防犯活動を推進します。
　皆さんも犯罪のない安全で安心なまちづくりに
取り組みましょう！

小さな習慣と少しの心掛けで被害を防げます！小さな習慣と少しの心掛けで被害を防げます！

★鍵かけを習慣に！ 市内の犯罪発生状況（件）

H27 H28 H29

 刑法犯認知件数 189 166 158

窃盗犯 128 118 115

その他の刑法犯 61 48 43

　平成 29 年の市内の刑法犯認知件数のうち、窃
盗犯が約 7割を占め、その被害者の約８割が鍵を
かけずに盗難被害に遭っています。
　鍵かけは簡単にできる防犯対策。家・車・自転
車など鍵かけを習慣付けましょう！

★ 電子マネーギフト券を悪用した架空請求詐欺に注意！

市内の取り組み市内の取り組み

　現在、35 団体の自治会、事業所が自主的な防
犯活動に取り組んでいます。
　新たに自主防犯活動に取り組む団体には、補助
金制度（あがの市民活動補助金）もあります。
　ぜひ活用してください。

■この記事に関する問い合わせは、総務課庶務係 防犯担当　☎ 62-2510（内線 2271）

　5月に新潟市で、下校中の児童が殺害されると
いう痛ましい事件が発生しました。これを受け、
8月に市内の全小学校で、通学路の緊急合同点検
を実施。学校、警察のほか、地元の見守り団体な
どが参加し、人目に付きにくい箇所や児童が 1人
になる区間などを確認し、対策を検討しました。

★通学路点検を実施しました ★自主防犯ボランティア活動を
　はじめませんか？

　県内では、電子マネーギフト券を悪用した架空
請求詐欺が急増しています。この詐欺は、身に覚
えのない有料動画サイトや情報番組の料金請求を
メールで送りつけ、そこに書いてある番号に電話
をさせて個人情報等を聞き出し、電子マネーギフ
ト券で支払いを求める手口です。

被害に遭わないためにできること被害に遭わないためにできること
○電子マネーギフト券での請求は、詐欺を疑う○電子マネーギフト券での請求は、詐欺を疑う
○メールに書いてある番号には電話をしない○メールに書いてある番号には電話をしない
○不安な場合は家族や警察等に相談する○不安な場合は家族や警察等に相談する

停 2・若葉町下校時安全パトロール会停 2・若葉町下校時安全パトロール会

◆長年にわたる功績・功労者に贈られました

　野瀬さんは、平成 3年 5月から平成 16 年 3
月まで安田町議会議員として、平成 16 年 4 月
から同年 10 月までは阿賀野市議会議員として
通算 4期（13年 6か月）務められました。
　この間、安田町議会副議長をはじめ、農林建
設常任委員会委員長、産業建設常任委員会委員
長の要職を歴任。議会運営委員会副委員長、阿
賀北広域組合議会議長を務めるなど、町政及び
市政の伸展に尽力されました。

故・野瀬 勝治さん（福永）
（6月 4日死去）

旭日単光章旭日単光章

死亡叙勲
地方自治功労

寄附

　８月 27 日、市内の郵便局を代表して阿賀野郵
便局長、堀越郵便局長、笹神郵便局長の３人が教
育委員会を訪問。白

しら

山
やま

阿賀野郵便局長から岩村教
育長に「手紙文化振興支援事業」に係る寄附目録
が手渡されました。
　この事業は、郵便局が市内 64 事業所からの協
賛を得て、全小学生を対象として 4500 枚の「か
もめーる」はがきを配布したもので、夏休みの機
会に子どもたちから手紙の楽しさや喜びなどを体
験してほしいという願いから、今回初めて実施さ
れました。

　新潟県建設技術センター（新潟市西区）の金子
博理事長が 9月 3日、市役所を訪れ、防災用井戸
6基を寄贈。市からは感謝状が贈呈されました。
　防災用井戸は、市内の各中学校と安田小学校、
水原小学校に設置。これにより、災害で上下水道
施設が損傷を受けた場合でも、生活用水を確保す
ることができるようになります。
　同センターは、平成 26 年から防災用井戸設置
のサポート事業を行っていて、新潟市や村上市な
どにも寄贈しています。

左から、金子理事長、田中市長左から、金子理事長、田中市長

左から、白山阿賀野郵便局長、岩村教育長左から、白山阿賀野郵便局長、岩村教育長

「かもめーる」はがきを寄贈
　●市内郵便局

防災用井戸を寄贈
　●新潟県建設技術センター
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安 田 支 所  ☎ 68‐3000
安田公民館・体育館  ☎ 68‐3006

京ヶ瀬支所  ☎ 67‐2111
市立図書館  ☎ 67‐2500

阿賀野市役所  ☎ 62‐2510
水原総合体育館  ☎ 62‐0656
水原公民館  ☎ 62‐2028
あがの市民病院  ☎ 62‐2780
上下水道局  ☎ 62‐2159
消 防 本 部  ☎ 62‐2058

笹 神 支 所  ☎ 62‐4141
学校教育課  ☎ 62‐2790
生涯学習課  ☎ 62‐5322
農業委員会  ☎ 62‐2420
笹神体育館  ☎ 61‐2111
ふれあい会館  ☎ 63‐8019     

お知らせお知らせ

催　
　

し

あ
が
の
わ
く
わ
く

産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
８

　

阿
賀
野
市
の
農
・
商
・
工
の

事
業
者
が
一
同
に
集
い
、
そ
の

魅
力
を
発
信
す
る
産
業
フ
ェ
ア

を
開
催
し
ま
す
。
今
回
も
夢
の

ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
た
「
あ

が
の
わ
く
わ
く
ド
リ
ー
ム
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
当
日
は
観
覧
車
が
無
料
開

放
さ
れ
ま
す
。

日
11
月
4
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

午
後
4
時
（
午
後
４
時
頃
か
ら
大

感
謝
祭
「
だ
ん
ご
ま
き
」
を
行

い
ま
す
）　

場
サ
ン
ト
ピ
ア
ワ
ー

ル
ド
（
久
保
1
‐
1
）　

問
阿
賀

野
市
産
業
振
興
フ
ェ
ア
実
行
委

員
会
事
務
局
（
水
原
商
工
会
内
）

☎
62
‐
２
０
４
７

健
康
と
温
泉
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
８
in
阿
賀
野
市

　

全
国
有
数
の
ラ
ジ
ウ
ム
・
ラ

ド
ン
温
泉
を
持
つ
温
泉
地
の
関

係
者
ら
が
参
加
し
、
観
光
推

進
と
健
康
保
持
に
向
け
て
新
た

な
温
泉
地
の
可
能
性
を
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日 

10
月
18
日
（
木
）、19
日
（
金
）

場
ふ
れ
あ
い
会
館「
多
目
的
ホ
ー

ル
」　

内
18
日
（
木
）
＝
記
念
講

演
（
午
後
1
時
20
分
〜
）、
日

本
温
泉
地
首
長
サ
ミ
ッ
ト
会
議

（
午
後
2
時
〜
）、
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
午
後
3
時
30
分
〜
）　

19

日
（
金
）
＝
環
境
省
共
催
新
・

湯
治
セ
ミ
ナ
ー
（
午
前
9
時
〜
）

総
括
講
演
（
午
前
11
時
〜
）　

問
商
工
観
光
課 

観
光
係
（
内
線

２
３
５
１
）

男
性
の
料
理
教
室

日
10
月
31
日
（
水
）
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
1
時　

場
笹
神
保
健
セ

ン
タ
ー　

対
市
内
在
住
の
男
性

定
15
人 
先
着　

内
塩
分
チ
ェ
ッ

ク
、
調
理
実
習　

￥
２
０
０
円　

持
筆
記
用
具
、
米
1
合
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾　

※
家
庭
で
作
っ
た

み
そ
汁
を
瓶
な
ど
に

入
れ
て
、
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

申
・
問
健
康
推
進
課 

健
康
づ
く

り
係
（
内
線
２
６
２
３
）　

申
込

期
限
＝
10
月
24
日
（
水
）

秋
の
自
然
観
察
会

き
の
こ
の
見
方
勉
強
会

日
10
月
13
日
（
土
）
午
前
9
時

30
分
〜
受
付　

場
五
頭
連
峰
少

年
自
然
の
家
集
合　

内
き
の
こ

採
集
、
き
の
こ
の
見
方
勉
強
会
、

ミ
ニ
講
演
会
、
き
の
こ
の
鑑
定

講
松
本
則
行
氏
（
日
本
菌
学
会

会
員
）　

￥
７
０
０
円　

申
・
問

商
工
観
光
課 

観
光
係
（
内
線

２
３
５
１
）　

申
込
期
限
＝
10
月

10
日
（
水
）

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
笹
神
協
議
会

第
15
回
お
楽
し
み
演
芸
会

日
10
月
26
日
（
金
）（
午
前
9
時

〜
受
付
）
午
前
9
時
30
分
〜
15

周
年
特
別
表
彰
式
、
午
前
10
時

〜
開
演　

場
ふ
れ
あ
い
会
館「
多

目
的
ホ
ー
ル
」　

内
唄
、
踊
り
、

マ
ジ
ッ
ク
な
ど　

￥
１
０
０
円

問
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

笹
神

協
議
会
事
務
局
（
市
社
会
福
祉
協

議
会
内
）
☎
67
‐
９
２
０
３

宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン

タ
ー
あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎ 
歌
謡
発
表
会
（
朱
鷺
め
き
歌

の
広
場
）

日
10
月
７
日
（
日
）
正
午
〜

◎ 

歌
と
踊
り
の
発
表
会
（
明
間

隆
雄
と
愉
快
な
仲
間
た
ち
）

日
10
月
8
日
（
月
・
祝
）
正
午
〜

◎ 

歌
謡
発
表
会
（
佐
藤
信
子
歌

謡
教
室
）

日
10
月
14
日
（
日
）
正
午
〜　

問
宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
あ

か
ま
つ
荘　

☎
68
‐
５
７
２
６

あ
が
の
お
話
の
会

昔
語
り
の
会

日
10
月
21
日
（
日
）
午
前
11
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

場
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
農
家
の
居
間
」　

定
35
人

問
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

日
10
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）　　

内
そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会　

￥
１
５
０
０
円　

申
・
問
水
原

ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

水
原
公
民
館
1
階
交
流
ホ
ー
ル

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
案
内

◎
第
1
回
あ
が
の
平
和
文
化
展

日
10
月
10
日
（
水
）
〜
14
日
（
日
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時　

内
市

民
公
募
に
よ
る
文
化
文
芸
作
品

（
絵
画
・
絵
手
紙
・
書
・
写
真
・

工
芸
な
ど
）

◎
全
日
本
写
真
連
盟
阿
賀
野
支
部

　

写
真
展

日
10
月
17
日
（
水
）
〜
21
日
（
日
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時(

最
終

日
は
午
後
4
時
ま
で)　

内
写
真

問
水
原
公
民
館

憲
法
9
条
を
守
る
あ
が
の
の
会

講
演
と
音
楽
の
つ
ど
い

日
10
月
14
日
（
日
）
午
後
1
時

30
分
〜
4
時　

場
水
原
保
健
セ

ン
タ
ー
２
階
「
研
修
室
」　

講
山

田
朗
氏
（
明
治
大
学
教
授
）　

内

演
題
＝
「
明
治
１
５
０
年
」
を

検
証
す
る
―
明
治
礼
賛
史
観
と

改
憲
論
―　

音
楽
出
演
＝
な
じ

ら
ね 

じ
ょ
ん
の
び
ー
ず　

問
須
田　

☎
62
‐
７
０
５
０

市
音
楽
協
会

第
43
回
定
期
演
奏
会

日
10
月
21
日
（
日
）
午
後
1
時

30
分
開
演
（
午
後
１
時
開
場
）

場
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階「
研

修
室
」　

内
賛
助
出
演
…
白
鳥

コ
ー
ラ
ス　

他
後
援
…
水
原
文

化
協
会　

問
市
音
楽
協
会　
　

鈴
木　

☎
０
９
０
‐
２
６
５
３

‐
０
６
２
４

無
料
体
験
会

シ
ニ
ア
ぴ
あ
の
初
心
者

発
表
会

日
10
月
22
日
（
月
）
午
後
2
時
〜

3
時　

場
福
祉
会
館
1
階
「
遊
戯

室
」　

講
本
間
登
志
恵
氏　

問
ぴ

あ
の
と
遊
ぼ
う　

池
谷　

☎
62
‐

３
６
９
４

Ｇ
ｏ
ｚ
ｕ
文
化
サ
ー
ク
ル

ぽ
っ
ぽ
の
森
体
験
会

日
10
月
27
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
3
時　

場
ぽ
っ
ぽ
五
頭

「
ホ
ー
ル
」（
畑
江
33
）　

￥
５
０
０

円
（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）　　

内
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
ロ
マ
、
竹
か

ご
作
り
、洋
裁
、ア
ク
セ
サ
リ
ー
、

ギ
タ
ー
、オ
カ
リ
ナ（
午
前
の
み
）

な
ど　

※
材
料
費
が
か
か
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。　

問
カ
フ
ェ

木
い
ち
ご　

☎
47
‐
５
２
５
０

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

主　

要　

連　

絡　

先

■略字の見方

このマークが付いている記事はあがのポ
イント対象事業です。○ポイントが付与
されます。参加の際はカードを持参して
ください。

○

あがのポイント
対象事業

催

し

手
続
き
・
制
度

募

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

日＝日時・期間 場＝場所・会場 内＝内容
対＝対象　　　 定＝定員　　　　￥＝参加費等
講＝講師　  　　持＝持ち物　　 他＝その他　
申＝申し込み　  問＝問い合わせ
先着…先着順　  抽選…応募多数の場合抽選
※対どなたでも、定特になし、￥無料、申不要
　の場合は記載なし

平成 30 年度阿賀野市文化祭

水原地区

◎ 水原文化祭　≪芸能発表会≫　日 10月 21日（日）前半の
部：午前10時開演、後半の部：昼12時20分開演（午前9
時30分開場）　場水原公民館「大講堂」　≪創作作品展≫　
日 11月2日（金）～4日（日）午前9時～午後5時（初日
は午後1時から、最終日は午後3時まで）　場水原総合体育館「ア
リーナ」≪市民茶会≫　日 11月3日（土・祝）午前10時～
午後3時　場水原代官所　≪音楽コンサート≫　日 11月 11
日（日）午後1時30開演（午後1時開場）※都合により時
間が変更になる場合があります。　場水原公民館「大講堂」

安田地区
◎ 安田芸能のつどい　日 10 月 14 日（日）午前 9時 45分開
演（午前 9時 30分開場）　場安田体育館
◎ 安田文化祭　日 11 月 3日（土・祝）、4日（日）午前 9時
～午後 6時（4日は午後 3時まで）　場安田体育館

笹神地区
◎ 笹神文化まつり　≪作品展≫　日 11月 3日（土・祝）、4
日（日）午前9時～午後4時（4日は午後3時まで）　場ふ
れあい会館、笹神支所「ロビー」　≪芸能発表会≫　日 11
月 3 日（土・祝）午前 9時 30 分開演（午前 9時開場）　
場ふれあい会館「多目的ホール」　≪ナツメロ大会≫　日 11
月 4 日（日）午前 9時 30 分開演（午前 9時開場）　場ふ
れあい会館「多目的ホール」

京ヶ瀬地区
◎ 京ヶ瀬文化祭　日 11 月 2日（金）、3日（土・祝）午前 9
時～午後 5時（3日は午後 3時まで）　場保健福祉センター
京和荘「多目的ホール」
◎ 京ヶ瀬芸能祭　日 11月 11日（日）午前10時開演（午前
9時30分開場）　場保健福祉センター京和荘「多目的ホール」
問当該地区公民館へ問い合わせください。
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子
育
て
・
教
育

Parenting･ Education

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

日
毎
週
月
曜
・
金
曜
、
午
前
9

時
〜
正
午
、
毎
週
水
曜
、
午
前

9
時
〜
午
後
4
時
、
夜
間
役
所

（
17
ペ
ー
ジ
参
照
）　

※
こ
れ
ら

の
日
時
以
外
に
母
子
健
康
手
帳

の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

場
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー　

持
妊

娠
届
出
書
と
そ
の
書
類
に
記
載

の
あ
る
必
要
書
類　

問
健
康
推

進
課 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

お
は
な
し
会

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

日
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
〜　

場
市
立
図
書
館

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

日
10
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
30

分
〜
（
毎
月
第
2
日
曜
）　

場
水

原
中
学
校
市
民
図
書
室　

問
水

原
中
学
校
市
民
図
書
室　

☎
47
‐

８
０
６
８

未
就
園
児
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

幼
稚
園
に
遊
び
に
来
て
ね
！

◎
安
田
幼
稚
園
「
親
子
プ
レ
ー
教

室
」

日
11
月
7
日
（
水
）
午
前
9

時
15
分
〜　

申
水
原
保
健
セ
ン

タ
ー
・
安
田
公
民
館
・
安
田
幼

稚
園
に
備
え
付
け
の
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
で

も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。　

問
安

田
幼
稚
園　

☎
68
‐
３
０
１
２

◎
京
ヶ
瀬
幼
稚
園「
あ
そ
び
の
へ
や
」

日
11
月
8
日
（
木
）
午
前
9
時

30
分
〜　

申
水
原
保
健
セ
ン

タ
ー
・
安
田
公
民
館
・
安
田
幼

稚
園
に
備
え
付
け
の
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
で

も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。　

問
京
ヶ
瀬
幼
稚
園　

☎
67
‐

２
０
３
３

◎
共
通
事
項

対
0
〜
2
歳
児
と
そ
の
保
護
者

￥
２
０
０
円
（
保
険
料
、
お
や

つ
代
な
ど
）　

他
詳
し
く
は
各
園

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
申
込
書
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

催　
　

し

は
た
ら
き
ｉ
ｎ
ｇ
フ
ェ
ア

ｉ
ｎ
あ
が
の

　

自
治
体
職
員
の
仕
事
を
見
た

り
、
体
験
し
た
り
で
き
ま
す
。

日
10
月
28
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
1
時　

場
京
和
荘
1
階

「
多
目
的
ホ
ー
ル
」、
2
階
「
保

健
セ
ン
タ
ー
」　

内
地
元
食
材

を
使
用
し
た
給
食
献
立
の
販

売
、
業
務
紹
介
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ

と
の
ふ
れ
あ
い
、
ご
み
の
仕
分

け
体
験
な
ど　

問
阿
賀
野
市
職

員
労
働
組
合
事
務
局　

☎
63
‐

０
３
０
３

手
続
き
・
制
度

Procedure･ System

老
人
世
帯
等
の
雪
降
ろ
し

費
用
を
助
成
し
ま
す

対
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
っ

て
、
次
に
該
当
す
る
世
帯
で
あ

る
こ
と
。　

①
高
齢
者
（
65
歳

以
上
）
の
み
の
世
帯
（
市
内
に

子
が
い
る
場
合
は
対
象
外
）　

②

高
齢
者
と
義
務
教
育
修
了
前
の

児
童
で
構
成
さ
れ
た
世
帯　

③

母
子
世
帯
（
子
は
義
務
教
育
修

了
前
の
児
童
）　

④
身
体
障
が
い

者
の
み
で
、
世
帯
主
の
等
級
が

4
級
以
上
（
視
覚
は
2
級
以
上
）

の
世
帯　

⑤
前
記
に
準
ず
る
世

帯
（
寡
婦
世
帯
、
知
的
障
が
い

者
等
の
要
援
護
世
帯
）　

内
市

の
指
定
業
者
へ
雪
降
ろ
し
を
依

頼
し
、
か
か
っ
た
費
用
の
う
ち

1
万
2
千
円
ま
で
を
助
成
。　

※
助
成
は
３
回
ま
で
。　

申
担

当
地
区
の
民
生
委
員
を
通
じ
て

11
月
末
日
ま
で
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
※
昨
年
度
認
定
を
受

け
て
い
る
人
は
、
同
意
書
の
み
提

出　

問
高
齢
福
祉
課 

高
齢
福
祉

係
（
内
線
２
１
２
７
）、
地
区
の

民
生
委
員

募 　

集 

笹
神
文
化
ま
つ
り

イ
ラ
ス
ト
募
集

日
11
月
3
日
（
土
・
祝
）
〜
4

日
（
日
）　

場
阿
賀
野
市
ふ
れ
あ

い
会
館　

内
ご
ず
っ
ち
ょ
の
イ

ラ
ス
ト
ま
た
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
（
版
権
作
品
は
不
可
）　

応
募

規
定
＝
Ｂ
版
四
つ
切
（
５
４
０

×
３
８
０
ｍ
ｍ
）
以
内
、
画
材

は
自
由　

対
市
内
在
住
、
在
学
、

在
勤
の
人　

申
各
地
区
公
民
館

に
作
品
を
持
参
し
、
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。　

応
募
締
切
＝

10
月
24
日
（
水
）

問
事
務
局
（
ふ
れ
あ
い
会
館
内
）

☎
63
‐
８
０
１
９

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

新
潟
大
学
公
開
講
座

　
内
①
東
ア
ジ
ア
に
生
き
る
人
々

―
そ
の
模
索
と
足
跡
に
光
を
あ

て
て
―　

②
日
本
酒
学
こ
と
は

じ
め　

③
食
べ
る
こ
と
は
元
気

の
も
と　

④
数
学
と
人
間　

他

講
座
に
よ
り
会
場
や
受
講
料
、

募
集
期
間
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
新
潟
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
新
潟
大
学 

研
究
企
画
推
進

部 

産
学
連
携
課　

☎
０
２
５
‐

２
６
２
‐
７
６
３
３

登
録
者
を
募
集
し
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員

　

待
機
者
と
し
て
登
録
し
、
現

在
の
検
針
員
が
退
職
し
た
場
合

に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

内
毎
月
1
日
か
ら
10
日
頃
ま
で

に
担
当
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー

を
検
針
し
、
お
知
ら
せ
用
紙
を
配

布
し
ま
す
。（
担
当
す
る
件
数
は

８
０
０
〜
千
件
程
度
）
地
区
＝
市

内
全
域
と
新
発
田
市
の
一
部
で

指
定
さ
れ
た
地
区　

報
酬
＝
毎

月
お
お
む
ね
7
万
〜
9
万
円
（
担

当
す
る
件
数
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
冬
期
間
は
割
増
加
算
が
あ
り

ま
す
）　

申
窓
口
に
あ
る
所
定
の

履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
局 

営
業
係　

☎
62

‐
２
１
５
９

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催

し

手
続
き
・
制
度

募

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

県営（公営）住宅の入居者を募集します

入居募集住宅

県営安野住宅（安野町地内　市消防本部近く）
1号棟：昭和 54年建設　4階建
2号棟：昭和 55年建設　4階建
3号棟：昭和 56年建設　5階建
いずれもエレベーターなし　間取り 3DK…58.8 ㎡
専用駐車場有（1世帯 2台まで）

募集戸数 5戸（2階× 1戸、3階× 1戸、4階× 1戸、5階×2戸）

家賃月額等

家賃：入居者の所得に応じて算定されます。※減免制度あり
家賃月額範囲 15800 円～ 23900 円
駐車場使用料１台当たり 2600 円

入居資格

①現在住宅に困窮していることが明らかな人
②現在同居し、または同居しようとする親族（婚約者等含む）がある人
③新潟県営住宅条例に定める諸控除後の収入月額が158000円以下の世帯
　または障がい者や小学校就学前の子どもがいる世帯、60歳以上のみの世
　帯等で収入月額が214000円以下の世帯
④本人または現在同居し、もしくは同居しようとする親族が暴力団員
　でない人
⑤租税公課（税金など）を滞納していない人

その他

①浴槽、照明器具等の設置は、入居者負担です。
②市では引越しにかかる経費の負担や手続き等は行いません。
③入居時には保証人と敷金（家賃 3か月分）が必要となります。

入居予定期日＝ 11 月上旬以降　選考方法等＝入居希望者が多数の場合は、世帯構成、住宅
困窮度合等を配慮し、抽選によって決定します。　申所定の申込書と添付書類を提出してく
ださい。（申込書等の書類は、阿賀野市役所 3階建設課窓口にあります）
受付期間＝ 10 月 1日（月）～ 26日（金）
問建設課 都市計画建築係 ( 内線 2318・2317)

国民健康保険・後期高齢者医療保険制度
医療費節約にご協力ください

　医療費の節約は皆さんの経済的負担の軽減になるの
はもちろん、医療保険財政の健全化にもつながります。
医療費節約のためにできることを紹介します。
◎ かかりつけ医を持つ
◎ 時間外受診を控える
　子どもが急病で心配な時は、小児救急電話相談
（＃ 8000）を活用しましょう。
◎ 重複受診は避ける
◎ 自己判断で治療をやめない
◎ ジェネリック医薬品（後発医薬品）を活用する（可能
な場合）
◎ 健康診断（特定健診）を受ける
問健康推進課 国保年金係（内線 2181・2182・2183）、
後期高齢係（内線 2180）
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催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催

し

手
続
き
・
制
度

募

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

こ
こ
ろ
の
健
康
講
座

こ
こ
ろ
の
病
気
と

薬
の
は
な
し

日
11
月
13
日
（
火
）　

場
市
役
所

4
階
「
４
０
２・４
０
３
会
議
室
」

内
「
こ
こ
ろ
の
病
気
と
薬
の
は
な

し
〜
統
合
失
調
症
と
躁
う
つ
病
よ

り
〜
」　

講
医
療
法
人
社
団 

有
心

会 

有
田
要
院
長
、
下
越
薬
剤
師
会

支
援
セ
ン
タ
ー
薬
局 

成
澤
千
鶴
子

管
理
薬
剤
師　

定
60
人 

先
着

他
申
込
者
に
は
事
前
に
講
師
へ
の

質
問
を
受
付
予
定（
申

し
込
み
時
に
詳
細
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
）

申
・
問
健
康
推
進
課　

健
康
づ
く

り
係
（
内
線
２
６
１
２
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
料
を
助
成
し
ま
す

① 

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

予
防
接
種
助
成
事
業

対
①
65
歳
以
上
の
人
（
自
己
負
担

１
６
２
０
円　

※
生
活
保
護
世
帯

の
人
は
無
料
）　

②
60
〜
64
歳
で
障

害
者
手
帳
1
級
程
度
の
心
臓
・
じ

ん
臓
、
呼
吸
機
能
、
免
疫
機
能
障
が

い
が
あ
る
人
（
自
己
負
担
１
６
２
０

円
）　

内
接
種
券
を
医
療
機
関
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
接
種
券
は

水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
支
所
、

市
内
実
施
医
療
機
関
に
あ
り
ま

す
。
全
額
自
費
で
支
払
い
を
し
た

場
合
は
、
印
鑑
、
領
収
書
、
予
防

接
種
済
証
、
口
座
番
号
の
分
か
る

も
の
を
持
参
の
上
、
水
原
保
健
セ

ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

②
子
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

予
防
接
種
助
成
事
業

対
13
才
未
満
の
人
（
2
回
目
の
接

種
時
１
５
０
０
円
を
助
成
）　

内
自

宅
に
郵
送
さ
れ
た
接
種
券
を
医
療

機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
全

額
自
費
で
支
払
い
を
し
た
場
合
は
、

印
鑑
、
領
収
書
、
接
種
証
明
書
又

は
母
子
健
康
手
帳
、
口
座
番
号
の

分
か
る
も
の
を
持
参
の
上
、
水
原

保
健
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
共
通
事
項

他
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ

る
ま
で
に
約
2
週
間
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
接
種
し

ま
し
ょ
う
。　

※
市
外
で
も
接
種

で
き
る
医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
の

で
、
直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
推
進
課　

健
康
づ
く
り
係

（
内
線
２
６
１
１
、２
６
３
４
）

日 10 月 27 日（土）午後１時 30 分～ 3 時
30分（午後1時～受付）　場水原保健センター 
2 階「研修室」
◎講演
演題＝「地域医療を守り
育てる住民活動」
講新潟県福祉保健部 福祉
保健課 参与（医療政策担
当）神

か ん だ

田健
たけふみ

史氏

◎シンポジウム「地域医療を守る みんなの “わ”」
コーディネーター＝あがの市民病院長 藤森勝也氏
・ ・ 本田脳神経外科クリニック 院長 本田吉穂氏
・ ・ あがの市民病院ボランティア 鈴木基子氏
・ ・ あがの市民病院地域医療・連携センター マネー
ジャー 清野真弓氏
定 150人程度 先着
申 ・問地域医療推進課 地域医療推進係
（内線2262）申込期限＝ 10 月 23 日（火）

阿賀野市地域医療フォーラムを開催します！
～地域医療を守る みんなの“わ”～

　あがの市民病院の開院から 3年、地域医療
の中核施設として市民から大きな期待が寄せ
られる中、さまざまな取り組みが進められて
います。

　限られた医療資源の中で、安心して暮らせ
る地域医療を守り育てるため、この地域の医
療の将来について、みんなで考えてみましょ
う。

50

あがのポイント
対象事業

子
育
て
・
教
育

Parenting･ Education
親
子
あ
そ
び
塾

① 

に
こ
に
こ
木
育
広
場

日
10
月
7
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

正
午　

場
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
こ
に
こ
「
プ
レ
ー
ル
ー

ム
」　

講
岡
田
真
弓
氏
（
お
も
ち
ゃ

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ス
タ
ー
）

② 

カ
メ
ラ
で
親
子
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ベ
ビ
ー
フ
ォ
ト
教
室

日
10
月
25
日
（
木
）
午
前
10
時

20
分
〜
11
時
30
分　

場
あ
が
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に

こ
「
フ
リ
ー
ル
ー
ム
」　

講
荒

木
亜
紀
氏
（
ロ
イ
ヤ
ル
セ
ラ
ピ

ス
ト
協
会
認
定
講
師
）　

定
6

組
（
初
参
加
の
人
優
先
）　

持
カ

メ
ラ
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

筆
記
用
具

③ 

ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
＆
マ
マ
ヨ
ガ

日
10
月
12
日
（
金
）
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分　

場
あ
が
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に

こ
「
フ
リ
ー
ル
ー
ム
」　

講
ベ
ビ
ー

ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
Ａ
ｋ
ｅ

ｍ
ｉ
（
ジ
ャ
パ
ン
ベ
ビ
ー
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
協
会
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
＆

ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

認
定
講
師
）　

定
10
組　

持
バ
ス

タ
オ
ル
、汗
ふ
き
タ
オ
ル
、飲
み
物
、

動
き
や
す
い
服
装　

対
首
が
座
っ

た
頃
（
約
3
か
月
）
〜
歩
く
前
（
約

1
歳
未
満
）
の
赤
ち
ゃ
ん
と
母
親

④ 

み
ん
な
で
運
動
し
よ
う
！

　

に
こ
に
こ
元
気
っ
子
く
ら
ぶ

日
10
月
20
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
11
時　

場
あ
が
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ「
プ
レ
ー

ル
ー
ム
」　

講
土
岐
一
希
氏
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク

ラ
ブ
指
導
員
）

⑤ 

に
こ
に
こ
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
（
ア
ラ

フ
ォ
ー
マ
マ
の
お
し
ゃ
べ
り
会
）

日
10
月
26
日
（
金
）
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分　

場
あ
が
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に

こ
「
に
こ
に
こ
ル
ー
ム
」　

対
お

お
む
ね
35
歳
以
上
の
妊
娠
中
ま

た
は
子
育
て
中
の
人

◎ 

共
通
事
項

申
・
問
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ　

☎
62
‐
５
５
８
１

（
申
し
込
み
は
②
・
③
の
み
）

親
子
え
い
ご
塾

（
Ｇ
ｏ
！ 

Ｇ
ｏ
！ 

え
い
ご
）

日
10
月
10
日
（
水
）、21
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
11
時　

場
あ
が
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に

こ
「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」　

講
ダ
フ

ニ
ー
・
ロ
ッ
ク
氏
（
ス
タ
ー
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
新
潟
）　

問
あ
が

の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に

こ　

☎
62
‐
５
５
８
１

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

日
10
月
22
日
（
月
）
午
前
9
時
30

分
〜
11
時
30
分　

場
あ
が
の
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

内
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」

た
く
さ
ん
お
か
し
を
も
ら
っ
た

り
、
ス
タ
ッ
フ
と
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

対
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者　

持
マ
イ
カ
ッ
プ
（
保
護
者
用
）、

保
育
に
必
要
な
も
の
（
お
む
つ
な

ど
）　

※
子
ど
も
の
飲
み
物
が
必

要
な
人
は
各
自
用
意
し
て
く
だ

さ
い
（
お
や
つ
は
持
参
し
な
い
で

く
だ
さ
い
）　

問
あ
が
の
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ　

☎
62

‐
５
５
８
１

健
康
・
福
祉

H
ealth･ W

elfare

呼
吸
器
・
感
染
症
内
科
講
座

新
潟
大
学
医
学
部

健
康
講
座
塾

日
11
月
1
日
（
木
）
午
後
2
時
〜

3
時
30
分　

場
あ
が
の
市
民
病

院
2
階 

「
講
堂
」　

内
①
「
肺
の

寿
命
を
延
ば
し
ま
せ
ん
か
？
」　

②
実
践
講
座　

講
①
新
潟
大
学

医
学
部 

教
授 

菊
地
利
明
氏

②
あ
が
の
市
民
病
院
職
員　

定
80
人
程
度 

先
着

他
講
師
へ
の
質
問
が

あ
れ
ば
、
申
し
込
み

時
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問
地
域
医
療
推
進
課 

地
域

医
療
推
進
係
（
内
線
２
２
６
２
）

風
し
ん
が
流
行
し
て
い
ま
す

風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

　

妊
婦
の
感
染
防
止
、
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
発
生
防
止
の
た

め
、
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の

一
部
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
市
内
在
住
で
、
次
の
両
方
を

満
た
す
人　

①
妊
娠
希
望
の
女

性
と
そ
の
配
偶
者
等
の
同
居
人
、

風
し
ん
抗
体
値
が
低
い
妊
婦
の

配
偶
者
等
の
同
居
人　

②
風
し

ん
抗
体
検
査
（
県
の
抗
体
検
査

を
含
む
）
を
実
施
し
、
抗
体
価

が
低
い
又
は
陰
性
（
Ｈ
Ｉ
法
16

倍
以
下
、
Ｅ
Ｉ
Ａ
法
8
・
0
未
満
）

と
判
定
さ
れ
た
人　

※
風
し
ん

予
防
接
種
の
接
種
歴
、
風
し
ん

罹
患
歴
の
あ
る
人
を
除
く
。
助

成
対
象
期
間
＝
平
成
30
年
4
月

1
日
〜
平
成
31
年
3
月
31
日（
接

種
日
）　

助
成
金
額
＝
風
し
ん
単

抗
原
ワ
ク
チ
ン
4
千
円
、
麻
し

ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
6
千

円　

申
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
推
進
課 

子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
内
線

２
６
３
４
）

50

あがのポイント
対象事業

50

あがのポイント
対象事業

菊地利明氏菊地利明氏

神田健史氏神田健史氏

医療機関名 電話番号 備考
家田医院 ☎62‐2192 13 歳以上

うえき内科クリニック ☎61‐2200
うちだ内科医院 ☎61‐2020 小学生以上
恩田整形外科 ☎62‐0515 小学生以上
京ヶ瀬診療所 ☎67‐4356 小学生以上

すぎはら整形外科 ☎63‐0001 小学生以上
田中皮膚科医院 ☎63‐2222 3 歳以上
永田医院 ☎62‐2412

本田脳神経外科
クリニック ☎63‐1111 65 歳以上

※来院時に予約
安田診療所 ☎68‐2148 小学生以上

やまざき小児科 ☎62‐8500 65 歳以上を除く
わだ耳鼻咽喉科 ☎63‐1212 小学 4年生以上
脳神経センター
阿賀野病院 ☎68‐3500 65 歳以上

あがの市民病院 ☎62‐2900
電話予約は平日の
午後2時30分～
4時30分

鈴木医院 ☎61‐4050
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催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催

し

手
続
き
・
制
度

募

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

H
ealth･ W

elfare
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　　

県
内
で
は
1
日
当
た
り
約

３
０
０
人
分
の
献
血
が
必
要
で

す
。
４
０
０
ml
献
血
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
10
月
11
日
（
木
）
午
前
9
時

30
分
〜
昼
12
時
30
分　

場
水
原

商
工
会　

協
力
団
体
＝
水
原
商

工
会
青
年
部
、
阿
賀
野
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ　

※
希
望
す
る
人
は
、

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。　

問
健
康

推
進
課　

健
康
づ
く
り
係
（
内
線

２
６
２
１
）

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で

「
心こ

こ

カ
フ
ェ
絆
」
に

話
し
に
来
ま
せ
ん
か

　

「
学
校
に
行
き
た
く
な
い
」「
家

か
ら
出
ら
れ
な
い
」「
仕
事
に
就

く
気
に
な
れ
な
い
」
な
ど
で
悩
ん

で
い
る
人
や
そ
の
家
族
が
集
ま

り
、
安
心
し
て
気
持
ち
を
語
り
合

え
る
お
し
ゃ
べ
り
の
場
で
す
。

日
10
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
都
合
の
付
く
時
間
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
※
開
催
日

は
、
偶
数
月
が
第
2
日
曜
の
午

前
10
時
〜
正
午
、
奇
数
月
が
第

2
金
曜
の
午
後
7
時
〜
9
時
で

す)　

場
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

￥
１
０
０
円
（
茶
菓
代
）　

問
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
ネ
ッ
ト
あ
が
の 

蛭え
び

子す　

☎
62
‐
０
６
４
９

ス
ポ
ー
ツ

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

Ｂ
Ｂ
ラ
ビ
ッ
ツ
開
幕
戦

日
10
月
20
日
（
土
）
午
後
4
時

〜
（
正
午
開
場
）、10
月
21
日
（
日
）

午
後
2
時
〜
（
午
前
10
時
開
場
）

場
水
原
総
合
体
育
館　

対
戦
相

手
＝
ト
ヨ
タ
自
動
車
ア
ン
テ

ロ
ー
プ
ス　

￥
指
定
席
＝
大
人

３
５
０
０
円
、
小
中
高
１
５
０
０

円　

1
階
エ
リ
ア
席
＝
大
人

2
千
円
、
小
中
高
千
円　

1
階
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
エ
リ
ア
席
＝
大

人
2
千
円
、
小
中
高
千
円　

2
階

自
由
席
＝
大
人
千
円
、
小
中
高

千
円　

※
当
日
価
格
は
５
０
０

円
増
し　

持
内
履
き　

他
駐
車

場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

車
で
来
場
す
る
人
は
、
乗
合
で

来
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。　

チ
ケ
ッ
ト
販
売
＝
コ
ン
ビ
ニ
（
セ

ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
・
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク

ス
、
ロ
ー
ソ
ン
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
（
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
・
Ｃ
Ｎ
プ
レ

イ
ガ
イ
ド
）、
水
原
総
合
体
育
館

内 

阿
賀
野
市
体
育
協
会
（
平
日

午
前
9
時
〜
午
後
3
時
、
自
由
席

の
み
の
販
売
）

問
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
女
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ　

☎
０
２
５
‐
２
０
１
‐
５
５
２
０

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

試
合
無
料
招
待

日
11
月
3
日
（
土
・
祝
）
午
後
2

時　

場
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン　

内
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
戦
、自
由
席
（
予

定
）　

申
①
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

申
込
サ
イ
ト
へ
ア
ク
セ

ス
し
、
必
要
事
項
を
入

力
し
て
く
だ
さ
い
。　

申
込
期
限
＝
11
月
2
日
（
金
）

②
往
復
は
が
き
の
往
信
裏
面
に
住

所
、氏
名
、生
年
月
日
、電
話
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
観
戦
希
望
試

合
と
チ
ケ
ッ
ト
の
希
望
枚
数
（
4

枚
ま
で
） 

を
、
返
信
用
表
面
に
返

信
先
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。　

住
所
＝

〒
９
５
０
‐
０
９
５
４ 

新
潟
市
中

央
区
美
咲
町
2
‐
1
‐
10 

ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会
「
試
合

観
戦
ご
招
待
」
係　

申
込
期
限
＝

10
月
24
日
（
水
）
必
着　

チ
ケ
ッ

ト
受
取
方
法
＝
試
合
当
日
、
申

込
完
了
画
面
か
申
込
完
了
メ
ー
ル

（
は
が
き
の
場
合
は
返
信
は
が
き
）

を
、
ス
タ
ジ
ア
ム
Ｅ
ゲ
ー
ト
前
広

場
「
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
」
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。　

問
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会　

村
山　

☎
０
２
５
‐
２
８
２
‐
０
０
１
１

く
ら
し
・
相
談

Life･ Consultation

10
月
1
日
は

「
浄
化
槽
の
日
」
で
す

　

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
人

は
、
法
定
検
査
の
受
検
と
維
持

管
理
（
保
守
点
検
、
清
掃
）
が
法

律
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

悪
臭
や
公
共
水
域
の
水
質
悪

化
を
防
ぐ
た
め
、
適
正
な
維
持

管
理
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。　

※
詳
し
い
内
容
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
維
持
係　

☎
62
‐

２
８
３
３

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

受
信
障
害
に
関
す
る

お
知
ら
せ

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
電
波
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に
よ
り
受
信

を
妨
害
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
「
テ
レ
ビ
が
き
れ
い
に
映
ら
な

い
」「
ラ
ジ
オ
に
雑
音
が
入
る
」

な
ど
、
電
波
に
関
す
る
こ
と
は
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
総
務
省
信
越
総
合
通
信
局

・・  

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
放
送

の
受
信
障
害
に
関
す
る
こ
と
…

受
信
障
害
対
策
官

☎
０
２
６
‐
２
３
４
‐
９
９
９
１

・・  

無
線
設
備
へ
の
混
信
・
妨
害

や
違
法
な
無
線
設
備
の
情
報
に

関
す
る
こ
と
…
監
視
調
査
課

☎
０
２
６
‐
２
３
４
‐
９
９
７
６

・・    

そ
の
他
、
情
報
通
信
の
行
政

相
談
に
関
す
る
こ
と
…
総
合
通

信
相
談
所

☎
０
２
６
‐
２
３
４
‐
９
９
６
１

電話番号の記載のない市役所・各支所・公民館等の連絡先は、お知らせ版の最初のページに掲載しています。

瓢
湖
周
辺
遊
歩
道
が
一
部

通
行
止
め
と
な
り
ま
す

　

白
鳥
を
保
護
す
る
た
め
、
白

鳥
が
帰
る
3
月
末
ま
で
、
瓢
湖

西
側
と
南
側
園
路
（
桜
並
木
）

を
除
き
、
遊
歩
道
は
通
行
止
め

に
な
り
ま
す
。　

問
公
園
管
理

事
務
所 

公
園
管
理
係　

☎
62
‐

２
６
９
０

夜
間
役
所

日
10
月
3
日
（
水
）、17
日
（
水
）

午
後
5
時
15
分
〜
7
時　

場
市

役
所
1
階
市
民
生
活
課

※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

内
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・

証
明
、
通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）
の
記
載
事
項
変
更
・
交
付
、

納
税
、
口
座
振
替
手
続
き
、
母

子
健
康
手
帳
の
交
付
等
。
パ
ス

ポ
ー
ト
は
交
付
の
み
で
す
。　

問
市
民
生
活
課 

市
民
係
（
内
線

２
１
０
１
）

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎ 

市
立
図
書
館

日
10
月
1
日
（
月
）、15
日
（
月
）、

18
日
（
木
）、
22
日
（
月
）、
29

日
（
月
）

◎ 

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

日
10
月
5
日
（
金
）、12
日
（
金
）、

18
日
（
木
）、
19
日
（
金
）、
26

日
（
金
）　

問
市
立
図
書
館

五
頭
山
麓
い
こ
い
の
森

樹
木
医
さ
ん
と
森
を
歩
く

日
10
月
20
日
（
土
）
午
後
1
時

30
分
〜
（
雨
天
延
期
）　

場
五
頭

山
麓
い
こ
い
の
森
事
務
所
前
集

合　

内
「
森
の
世
界
を
の
ぞ
い

て
み
よ
う
！
」、「
木
を
知
ろ
う
！
」

※
森
を
大
切
に
す
る
手
入
れ

法
、
木
の
手
入
れ
の
仕
方
を
勉

強
し
ま
す
。　

申 

・
問
森
の
こ

だ
ま　

☎
０
８
０
‐
６
５
１
９
‐

０
２
７
３

平
成
31
年
版
農
業
日
誌
等

を
あ
っ
せ
ん
販
売
し
ま
す

￥
農
業
日
誌
１
５
０
０
円
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
日
誌
１
５
０
０
円
、
新
農

家
暦
５
２
０
円　

申
・
問
農
林
課 

農
林
企
画
係
（
内
線
２
６
７
５
）

申
込
期
限
＝
10
月
19
日
（
金
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

　

10
月
か
ら
市
内
全
世
帯
を
対

象
に
消
防
職
員
が
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
調
査
に
伺
い
ま
す
。

設
置
済
み
の
人
は
作
動
点
検
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

問
消
防
本
部

大
日
原
演
習
場
訓
練
予
定

射
撃
訓
練
＝
10
月
2
日
（
火
）
〜

5
日
（
金
）、
9
日
（
火
）
〜
12

日
（
金
）、
15
日
（
月
）
〜
31
日

（
水
）
午
前
8
時
〜
午
後
5
時　

爆
破
訓
練
＝
10
月
25
日
（
木
）

※
演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、

許
可
が
必
要
で
す
。

問
新
発
田
駐
屯
地
☎
０
２
５
４

‐
22
‐
３
１
５
１

10
月
は

３
ス
リ
ー
ア
ー
ルＲ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

　

県
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を

推
進
し
、
環
境
負
荷
を
軽
減
す

る
た
め
、
10
月
を
「
3
Ｒ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
月
間
」と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
、
消
費
者
協
会
な

ど
の
団
体
や
高
校
生
が
、
ス
ー

パ
ー
や
文
化
祭
で
環
境
に
や
さ

し
い
取
り
組
み
を
呼
び
掛
け
る

活
動
を
行
い
ま
す
。

　
「
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
す
る
」

「
環
境
に
や
さ
し
い
商
品
を
購
入

す
る
」
な
ど
買
い
物
の
段
階
か

ら
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を
送

り
ま
し
ょ
う
。

◎ 

3
Ｒ
と
は

　

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
繰

り
返
し
使
う
循
環
型
社
会
を
形

成
す
る
た
め
の
3
つ
の
取
り

組
み
で
、
①
Ｒリ

デ

ュ

ー

ス

ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ

（
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
）、
②

Ｒリ

ユ

ー

ス

ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
（
再
使
用
）、
③

Ｒリ

サ

イ

ク

ル

ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
（
再
資
源
化
）

の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。

①
か
ら
③
の
順
に
取
り
組
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
環
境
に
や
さ
し
い
買
い
物
運

動
実
行
委
員
会
事
務
局
（
新

潟
県
消
費
者
行
政
課
内
）　

☎

０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
１
３
５

麻
薬
・
覚
醒
剤
に

手
を
出
さ
な
い
で

　

10
月
・
11
月
は
、
麻
薬
・
覚
醒

剤
乱
用
防
止
月
間
で
す
。
麻
薬
、

覚
醒
剤
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
意

識
障
害
や
錯
乱
状
態
を
引
き
起

こ
す
な
ど
、
大
変
危
険
な
も
の

で
す
の
で
、絶
対
に「
買
わ
な
い
」

「
使
わ
な
い
」「
か
か
わ
ら
な
い
」

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
新
発
田
保
健
所 

医
薬
予
防
課

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
６
５
１

休
日
診
療
の
変
更

　

10
月
14
日
（
日
）
の
診
療
医
院

が
変
更
し
ま
し
た
。　
【
変
更
前
】

田
中
皮
膚
科
医
院
（
市
野
山
）　

【
変
更
後
】
永
田
医
院
（
山
崎
）

問
地
域
医
療
推
進
課 

地
域
医
療

推
進
係
（
内
線
２
２
６
２
）

（広 告）

住まいづくりは地盤から 
 

・地盤調査・改良工事スタッフ 

給与：月給 万～ 万円 年齢・経験不問
 

〒 阿賀野市緑町
代表 田中 実
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♥持ち歩こう　エコバック

♥もったいない　上手に料理　ゴミ減量
食育メッセージ

催

し

手
続
き
・
制
度

募

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

※
各
種
相
談
所
お
よ
び
窓
口
は
、い
ず
れ
も
相
談
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

く
ら
し
・
相
談

Life･ Consultation
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
希
望
者
説
明
会

日
10
月
11
日
（
木
）、
11
月
8
日

（
木
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分（
毎

月
第
2
木
曜
）　

場
福
祉
会
館

1
階
「
遊
戯
室
」　

対
市
内
在
住

の
60
歳
以
上
で
働
く
意
欲
の
あ

る
人　

内
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
事
業
紹
介
・
内
容
説
明

問
（
公
社
）
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー　

☎
62
‐
１
３
６
５

不
動
産
（
マ
ン
シ
ョ
ン
）

を
公
売
し
ま
す
問

　

県
と
新
発
田
市
で
は
、
差
し

押
さ
え
た
不
動
産
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

内
公
売
財
産
（
区
分
所
有
建
物
）

所
在
＝
新
発
田
市
月
岡
温
泉
字

腰
巻
田
３
８
６
番
地
1「
フ
ァ
ー

ス
ト
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
月
岡
」

県
公
売
物
件
＝
１
０
１
号
室（
１

階
、
2
Ｄ
Ｋ
、
床
面
積
52
・
84

㎡
）　

新
発
田
市
公
売
物
件
＝

１
０
３
号
室（
１
階
、1
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、

床
面
積
46
・
31
㎡
）、
１
０
４
号

室
（
１
階
、
2
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
床
面

積
67
・
28
㎡
）、１
０
5
号
室
（
１

階
、
1
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
床
面
積
47
・

30
㎡
）　

申
10
月
15
日
（
月
）
午

後
11
時
ま
で
に
、
ヤ
フ
ー
「
官

公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」

の
サ
イ
ト
か
ら
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
新
発
田
地
域
振
興
局 

県
税
部 

収
税
課　

☎
０
２
５
４
‐
26
‐

９
１
２
３
、
新
発
田
市 

収
納
課

☎
０
２
５
４
‐
28
‐
９
３
０
０

年
末
調
整
・
消
費
税
軽
減
税
率
制
度

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

日
11
月
20
日
（
火
）
年
末
調
整

＝
午
後
1
時
〜
2
時
30
分　

消

費
税
＝
午
後
2
時
40
分
〜
3
時

40
分　

場
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

2
階
「
研
修
室
」　

問
新
発
田

税
務
署 

法
人
課
税
部
門　

☎

０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
６
１

「
健
康
食
品
」
と
の

上
手
な
付
き
合
い
方

　

健
康
食
品
の
特
性
や
リ
ス
ク

を
よ
く
理
解
し
、
上
手
に
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

①
安
全
性
・
有
効
性
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。　

②
医
薬
品
の
服

用
を
自
己
判
断
で
中
止
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
医
薬
品

と
の
併
用
は
医
師
等
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。　

③
不
調
を
感
じ

た
ら
す
ぐ
に
利
用
を
中
止
し
て

医
師
等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

 

◎
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　

市
民
生
活
課
で
は
、
消
費
生

活
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
個
室
相
談
室
が
あ
り
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

消
費
生
活
に
関
す
る
様
々
な

情
報
は
、消
費
者
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.caa.go.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問

市
民
生
活
課 

相
談
係
（
内
線

２
１
０
４
）、
新
潟
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
５
‐

２
８
５
‐
４
１
９
６

に
い
が
た
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す

日
10
月
7
日
（
日
）　

場
イ
ク
ネ

ス
し
ば
た
（
新
発
田
市
諏
訪
町

１
‐
２
‐
12
）　

対
結
婚
を
希
望

す
る
20
歳
以
上
の
独
身
で
、
県

内
在
住
・
在
勤
ま
た
は
県
内
へ

の
居
住
希
望
の
人　

￥
１
万
円

（
税
込
、２
年
間
有
効
）　

申「
ハ
ー

ト
マ
ッ
チ
に
い
が
た
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
に
い
が
た
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
（
火
曜
、
金
曜
定
休
）

☎
０
２
５
‐
３
８
４
‐
４
１
５
１

パ
ー
ト
も
！ 

学
生
ア
ル
バ
イ
ト
も
！

新
潟
県
最
低
賃
金

時
間
額
８
０
３
円

　　

10
月
1
日
か
ら
、
県
の
最
低

賃
金
（
時
間
額
）
が
、
25
円
引

き
上
げ
ら
れ
、「
８
０
３
円
」
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
内
で
事
業
を
営

む
全
て
の
使
用
者
と
そ
の
事
業

場
で
働
く
全
て
の
労
働
者
（
臨

時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等

を
含
む
）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
新
潟
労
働
局 

労
働
基
準
部
賃

金
室　

☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐

３
５
０
４

催　
　

し

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

（広 告）

不用になりました トラクター・バイク・トラック・耕運機
（ディーゼル）・フォークリフト他 買い取りいたします

お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）

福地オート   阿賀野市野田1066番地

◎お電話はこちらへ ☎0250-68-4130

紹介キャンペーン実施中

前
後
前
後【買取例】【買取例】クボタトラクター L1-24クボタトラクター L1-24（4WD）（4WD）  2424万円万円

【買取例】【買取例】ヤンマートラクター FX265ヤンマートラクター FX265（4WD）（4WD）  1616万円万円

サンポウ福祉タクシーサンポウ福祉タクシー
運賃料金（中型車）　ストレッチャー可

 ・初乗り運賃 1 割引き 580 円

 ・加算運賃 1割引き 80円 ・迎車料金 無料

 ・時間制 30 分 2,740 円 ・障がい者割 1 割引き

☎ 070-4128-1234☎ 070-4128-1234　

電話番号の記載のない市役所・各支所・公民館等の連絡先は、お知らせ版の最初のページに掲載しています。

年
金
相
談

日
10
月
17
日
（
水
）
午
前
9
時

30
分
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
2

時
30
分　

場
水
原
総
合
体
育
館

1
階
「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
」

申
新
発
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８

予
約
時
に
必
要
な
こ
と
＝
氏
名
、

住
所
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話

番
号
、
希
望
の
相
談
開
始
時
間
、

相
談
内
容
等　

問
健
康
推
進
課 

国
保
年
金
係(

内
線
２
１
８
３
）

保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

日
毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午

後
4
時
（
第
2
・
第
4
水
曜
以

外
は
要
予
約
）　

※
相
談
日
以

外
で
も
随
時
相
談
に
応
じ
ま

す
。
場
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー　

申
・
問
健
康
推
進
課　

☎
61
‐

２
４
７
４

精
神
科
医
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

対
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い
て
相
談

し
た
い
人
と
家
族　

日
10
月
5

日
（
金
）
午
後
1
時
30
分
〜
4

時
（
1
人
30
分
程
度
）　

場
新
発

田
地
域
振
興
局
2
階
「
予
診
室
」

（
新
発
田
市
豊
町
3
‐
3
‐
2
）

申
・
問
新
発
田
地
域
振
興
局 

地

域
保
健
課　

☎
０
２
５
４
‐
26

‐
９
１
３
３

高
齢
者
相
談
窓
口

◎
一
般
相
談

日
月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

◎
専
門
相
談

日
10
月
1
日
（
月
）、9
日
（
火
）、

15
日（
月
）、22
日（
月
）、29
日（
月
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時　
内
法
律

相
談　
場
・
申
・
問
新
潟
県
高
齢

者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
市

中
央
区
上
所
2
‐
2
‐
2
新
潟
ユ

ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
3
階
）
☎
０
２
５

‐
２
８
５
‐
４
１
６
５

労
働
ト
ラ
ブ
ル

休
日
相
談
会

日
10
月
14
日
（
日
）
午
後
1
時

30
分
〜
午
後
4
時　

場
新
潟
県

庁(

新
潟
市
中
央
区
新
光
町)　

内
解
雇
、賃
金
未
払
い
、退
職
金
、

パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
労
使
間
ト
ラ

ブ
ル
等
の
相
談　

申
・
問
県
労

働
委
員
会
事
務
局 

総
務
課

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
５
４
４

 氏　名（届出順） 　　保護者名 　住　所

清水　　湊
みなと

 　北本町

渡邊　まこ 　六野瀬

笠原　俐
り た

汰 　保　田

長島　紡
つ む ぎ

生 　分　田

坂内　柚
ゆ ず

子 　畑　江

髙橋　玲
れ な

奈 　外城町

く  ん

ちゃん

く  ん

く  ん

ちゃん

ちゃん

（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）

一　人
和　美
篤　史
路　子
敦
初　美
智　之
淑　子
大　地 
あ　い
龍之介
由　美

須藤　俊男　　   83 歳      9.1 分　田
髙橋ミヨシ 　　103 歳    9.2  中央町 1
山賀　憲夫　　   64 歳      9.3 堀　越
大倉　ヨヱ          97 歳      9.4 堀　越
樋口　ハナ          97 歳      9.4 牧　島
羽田　孝一          90 歳      9.6 境　新
酒井　ムツ          99 歳      9.6 女　堂
髙𣘺　庄𠮷          83 歳      9.7 保　田
井上よし子          66 歳      9.7 福　永
太田ツル子          61 歳      9.7 大　室
長尾　ミツ          99 歳      9.8 中央町 1
釣巻　　秀          91 歳      9.9 渡　場
市野瀨ミサヲ          90 歳      9.9 下条町
齋藤　悌彦          84 歳    9.10 勝　屋
竹石　清子 　   87 歳   9.11  金田町
五十嵐孝一郎          82 歳    9.12 小　浮
鎌田チヨミ          88 歳    9.12 日の出町
鈴木　　浩          53 歳    9.12 長　起
齋藤　ミヨ          86 歳    9.13 飯山新
須藤　順一          72 歳    9.13 金渕乙
南場　テイ          79 歳    9.15 山口町 1

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

 氏　名（届出順）    年　齢      死亡月日       住　所

（9月 1日～ 15 日届出分）

◎弁護士による「法律相談」
日原則、毎月第 1・3水曜午後 1時 30分～ 4時 30分
（1人 30分）　場市役所 1階「相談室」
※ お急ぎの人は、次の機関等をご利用ください。

①法テラス新潟 ☎ 050‐3383‐5420  午前 9時～午後5時
②新潟県弁護士会 ☎025‐222‐5533  午前10時～午後4時
申・問市民生活課 相談係（内線 2104）

相談料は無料です。気軽に相談ください。
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世
界
を
オ
レ
ン
ジ
色
に
染
め
る

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
新
潟
２
０
１
８
in
阿
賀
野

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
認
知
症
の

人
や
そ
の
家
族
、
支
援
者
な
ど
が
1
本

の
タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
日
本
を
縦
断
す
る

「
Ｒラ

ン
Ｕ
Ｎ
伴と

も

」
が
9
月
1
日
、
市
内
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
や
新
橋
子
供
会
の

太
鼓
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
後
、

エ
ン
ト
リ
ー
し
た
9
チ
ー
ム
が
市
役
所
前

を
出
発
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に

こ
や
わ
か
ば
の
里
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
シ
ン

パ
シ
ー
な
ど
の
中
継
地
点
で
は
ラ
ン
ナ
ー
に

激
励
が
送
ら
れ
、
み
ん
な
の
思
い
が
込
め

ら
れ
た
タ
ス
キ
は
、
ゴ
ー
ル
ま
で
確
実
に
つ

な
が
れ
ま
し
た
。

　

今
年
初
め
て
参
加
し
た
は
あ
と
ふ
る

あ
た
ご
の
江
川
美
幸
さ
ん
は
「
み
ん
な

で
楽
し
く
走
る
こ
と
が
で
き
た
。
来
年

も
参
加
し
て
認
知
症
の
人
が
住
み
や
す

い
地
域
に
な
る
よ
う
に
貢
献
し
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
の
知
識
が
命
を
救
う

普
通
救
命
講
習
会

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
身
近
に
楽
し
く
体

験
・
学
習
し
て
も
ら
お
う
と
8
月
24
日
、

小
学
生
の
親
子
を
対
象
に
「
も
の
づ
く

り
体
験
学
習
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
潟
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
の
協
力

の
下
、
ク
イ
ズ
や
ペ
ー
パ
ー
ウ
ェ
イ
ト
作

り
、
ミ
ニ
ア
ー
チ
橋
の
強
度
体
験
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

佐
藤
愛
華
さ
ん
（
安
田
小
4
年
）
は

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
身
近
に
多
く
使
わ
れ

て
、
い
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

夏
休
み
親
子
も
の
づ
く
り
体
験
学
習
教
室

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
も
の
づ
く
り

蕪木遺跡発掘現場の見学

　

同
じ
地
域
に
住
ん
で
い
た
昔
の

人
の
暮
ら
し
を
学
ぼ
う
と
9
月
14

日
、
堀
越
小
学
校
6
年
生
21
人
が
、

蕪か
ぶ
ら
ぎ木

遺
跡（
堀
越
）を
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
7
月
か
ら
発
掘
調
査
を
実

施
し
て
い
る
こ
の
遺
跡
は
平
安
時

代
の
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
調
査

で
建
物
跡
や
柱
穴
な
ど
が
数
多
く

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

相
模
飛
鳥
君
は
「
千
年
前
の
人

も
、
い
ろ
い
ろ
な
知
恵
を
持
っ
て

い
て
す
ご
い
と
思
っ
た
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

平安時代にタイムスリップ 雨
の
中
、
ラ
イ
ブ
に
熱
狂

Ｊ
ｉ
ｎ  

Ｒ
ｏ
ｃ
ｋ  

Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ

　

9
月
9
日
、
今
年
で
11
回
目
の

開
催
と
な
る
「
Ｊジ

ン
ｉ
ｎ  

Ｒロ

ッ

ク

ｏ
ｃ
ｋ  

Ｆフ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ  

in  

Ｈ
ｙ
ｏ
ｋ
ｏ

２
０
１
８
」
が
瓢
湖
水
き
ん
公
園
野
外

ス
テ
ー
ジ
で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
Ｊ
Ｒ
が
水
原
駅
発
着
の
臨

時
便
を
運
行
。
雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
約

１
７
０
０
人
が
来
場
し
、
藤
巻
亮
太
や

Ｍミ

Ｉ
Ｙヤ

Ａ
Ｖビ

Ｉ
な
ど
5
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
演
奏
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

市民講演会

　

8
月
9
日
、
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

で
、
兵
庫
県
か
ら
長
尾
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
の
長
尾
和
宏
氏
を
講
師
に
迎

え
、
市
民
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

約
１
７
０
人
の
市
民
が
参
加
し
、
穏

や
か
な
死
を
迎
え
る
た
め
の
方
法

や
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
活
用

方
法
な
ど
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　

講
演
後
に
は
、「
こ
れ
か
ら
家
族

と
よ
く
話
し
合
い
を
し
て
い
き
た
い
」

「
自
分
を
見
つ
め
な
お
す
機
会
に
し

た
い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

望む最期を迎えるために い
ち
じ
く
の
魅
力
伝
え
ま
す

阿
賀
野
市
産
い
ち
じ
く
を
Ｐ
Ｒ

　

9
月
14
日
、
Ｔ
ｅ
Ｎ
Ｙ
夕
方
ワ
イ
ド
新

潟
一
番
「
と
れ
た
て
！
満
腹
レ
ス
ト
ラ
ン
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
、「
阿
賀
野
市
い
ち
じ
く
部

会
」
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

部
会
長
を
務
め
る
廣
田
裕
平
さ
ん
と
Ｊ

Ａ
北
蒲
み
な
み
の
樋
口
英
明
さ
ん
が
出
演
。

廣
田
さ
ん
は
、「
阿
賀
野
市
産
い
ち
じ
く
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、
部
会
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
、
よ
り
高
品
質
な
い
ち
じ
く

を
作
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

9
月
9
日
の
「
救
急
の
日
」
に
ち

な
み
、
9
月
8
日
は
消
防
署
、
9
日

は
か
が
や
き
分
署
で
普
通
救
命
講
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
多
く
の
市
民

が
参
加
し
、
熱
心
に
救
急
法
を
学
ん

で
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
定
期
的
に
受
講

し
た
い
」、「
大
変
さ
が
分
か
っ
た
」、

「
い
ざ
と
い
う
と
き
に
習
っ
た
こ
と

を
実
践
し
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
、
有
意
義
な
講
習
会
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。
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粒
々
辛
苦

　

黄
金
色
の
稲
穂
が
風
に
揺
れ
る
実
り

の
秋
を
迎
え
ま
し
た
。
ご
承
知
の
と
お

り
、
今
年
は
猛
暑
、
渇
水
、
台
風
な
ど

異
常
気
象
続
き
の
夏
と
な
り
、
出
来
秋

も
少
し
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
8
月
23

日
に
は
フ
ェ
ー
ン
現
象
の
影
響
に
よ
り

胎
内
市
で
40
・
8
度
を
記
録
、
北
陸
地

方
で
40
度
以
上
と
な
っ
た
の
は

初
め
て
だ
そ
う
で
す
が
、
当
市

で
も
38
・
3
度
を
記
録
し
ま
し

た
。
こ
の
夏
の
猛
暑
で
山
手
地

区
の
天
水
田
は
水
不
足
に
な
り
、

一
部
で
水
田
の
ひ
び
割
れ
や
立

ち
枯
れ
、
白
穂
が
発
生
し
ま
し

た
。
消
雪
井
戸
や
河
川
か
ら
揚

水
に
よ
る
緊
急
対
策
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
収
穫
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
米
の
一
粒
一
粒

は
農
家
の
方
々
の
苦
労
と
努
力
の
結
果

実
っ
た
も
の
。
昔
の
こ
と
を
言
え
ば
、
子

ど
も
た
ち
は
親
か
ら
ご
飯
は
一
粒
た
り
と

も
無
駄
に
す
る
な
と
教
わ
っ
て
育
っ
た
も

の
で
す
。
放
送
中
の
テ
レ
ビ
時
代
劇
「
雲

霧
仁
左
衛
門
」
で
は
、
コ
メ
の
値
上
が
り

で
食
べ
る
の
に
苦
し
む
母
娘
が
、
コ
メ
問

屋
の
前
で
荷
車
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
た
米

粒
を
拾
う
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
豊
か
に

な
っ
た
社
会
と
農
家
に
感
謝
し
、
新
米

を
美
味
し
く
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
食
に
関
わ
る
話
題
を
紹
介

し
ま
す
。
先
月
、
当
市
の
若
手
経
済
人

も
加
入
す
る
新
発
田
青
年
会
議
所
の
創

立
60
周
年
記
念
式
典
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
祝
賀
会
で
は
枝
豆
、
食
べ
ら
れ
る

花
エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
添
え
ほ
う
れ

ん
草
と
ト
マ
ト
の
サ
ラ
ダ
、
ヤ
ス
ダ
ヨ
ー

グ
ル
ト
の
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー

ズ
、
豚
肉
純
白
の
ビ
ア
ン
カ
、
あ

が
の
姫
牛
、
石
か
ま
ど
で
炊
い
た

白
米
、
ア
カ
シ
ア
の
蜂
蜜
が
け
ミ

ル
ク
ジ
ェ
ラ
ー
ト
な
ど
テ
ー
ブ
ル

に
並
ん
だ
料
理
は
す
べ
て
阿
賀
野

市
産
の
も
の
で
、
思
わ
ず
阿
賀
野

フ
ェ
ス
タ
か
と
勘
違
い
し
て
し
ま

い
そ
う
で
し
た
。
こ
の
他
に
も
竹

か
ご
、
醤
油
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
式
典
に
は
県
内
各
地
の
青
年

会
議
所
メ
ン
バ
ー
も
多
く
出
席
し
て
お

り
、
素
晴
ら
し
い
当
市
の
Ｐ
Ｒ
に
な
っ
た

思
い
で
し
た
。

　

日
頃
は
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
他
の
地

域
の
も
の
に
目
が
行
き
が
ち
で
、
な
か

な
か
気
付
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

地
域
の
人
た
ち
が
コ
ツ
コ
ツ
と
地
道
に

努
力
を
重
ね
て
い
る
の
が
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。

田 

中 

清 

善

国
道
49
号
線
の
歩
道
橋

が
傷
ん
で
い
る
の
で
、

冬
を
迎
え
る
前
に
補
修

し
て
ほ
し
い
。
可
能
で
あ
れ
ば
、
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
く
渡
れ
る
よ
う
に

塗
り
直
し
て
は
ど
う
か
。

国
道
49
号
線
の
歩
道
橋

の
管
理
は
新
潟
国
道
事

務
所
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
歩
道
橋
は
老
朽
化
が
進

ん
で
い
ま
す
の
で
、
市
と
し
て
も
、

住
民
と
児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
早
急
に
安
全
性
の
確
認
と

必
要
な
補
修
、
塗
装
を
行
う
よ
う
新

潟
国
道
事
務
所
に
要
望
し
ま
し
た
。

■
市
長
へ
の
た
よ
り
を
送
る
に
は

◎
は
が
き
で
送
る
場
合

　

次
の
施
設
に
専
用
は
が
き
（
切
手

不
要
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

○
安
田
地
区
… 

安
田
公
民
館
、
吉
田

東
伍
記
念
博
物
館
、
宝
珠
温
泉
保
養

セ
ン
タ
ー
あ
か
ま
つ
荘

○
京
ヶ
瀬
地
区
…
京
ヶ
瀬
支
所
、
市

立
図
書
館
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京

和
荘

○
水
原
地
区
…
市
役
所
、
水
原
公
民

館
、
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室
、
水

原
総
合
体
育
館
、
福
祉
会
館
、
水
原

保
健
セ
ン
タ
ー
、
リ
ズ
ム
・
ハ
ウ
ス

瓢
湖

○
笹
神
地
区
…
笹
神
支
所
、
ふ
れ
あ

い
会
館
、
笹
神
体
育
館
、
五
頭
山
麓

う
ら
ら
の
森 

◎
電
子
メ
ー
ル
で
送
る
場
合

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
長
の
部

屋
」
の
ペ
ー
ジ
に
入
力
フ
ォ
ー
ム
が

あ
り
ま
す
。

■ 

送
付
先
・
問
い
合
わ
せ

　

市
長
政
策
・
市
民
協
働
課 

秘
書

広
報
広
聴
係
（
内
線
２
２
１
２
）

国道 49 号線歩道橋
（水原小学校前）

い
た
だ
い
た
意
見
は
市
長
が
必
ず
目
を
通
し
ま
す

「
市
長
へ
の
た
よ
り
」
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

ＱＡ
シ
リ
ー
ズ

　

明
治
時
代
の
阿
賀
野
市

新
政
府
の
統
治
・
明
治
の
は
じ
ま
り

　

先
月
号
ま
で
は
、
北
越
戊
辰

戦
争
に
お
い
て
笹
岡
・
水
原
・

安
田
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起

こ
っ
た
の
か
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
津
軍
が
敗
走
し
、

新
政
府
軍
は
藩
境
を
越
え
て
追

撃
し
ま
す
が
、
水
原
で
は
新
政

府
の
統
治
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
か
ら
は
、
新
政
府
が

行
っ
た
政
治
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

■ 

戦
争
・
洪
水
・
凶
作
の
年

　

慶
応
4
（
１
８
６
８
）
年
、

鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
が
起
こ
り
、

そ
の
影
響
は
全
国
各
地
に
広

が
っ
て
、
水
原
郷
で
も
各
集
落

が
戦
火
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
北
越
戊
辰
戦
争
が

激
し
く
な
っ
た
頃
、
阿
賀
野
川

や
信
濃
川
が
大
洪
水
と
な
り
、

農
民
は
戦
禍
と
自
然
災
害
に
翻

弄
さ
れ
ま
し
た
。
会
津
軍
と
新

政
府
軍
は
、
水
原
七
氏
と
い
わ

れ
た
豪
農
に
糧
米
や
上
納
金
を

求
め
、
農
民
に
は
厳
し
い
労
役

を
命
じ
ま
し
た
。

　

洪
水
の
被
害
に
遭
い
、
中
に

は
集
落
ご
と
焼
か
れ
た
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
水
原
近
郷
は
、
疲
弊

し
た
状
態
で
明
治
維
新
を
迎
え

ま
し
た
。

■ 
第
一
次
越
後
府

　

慶
応
4
（
１
８
６
８
）
年
4
月

19
日
、
新
潟
に
治
安
維
持
の
た

め
の
新
潟
裁
判
所
（
行
政
組
織
）

が
置
か
れ
ま
し
た
。
総
督
に
は

公
家
の
四し

じ
ょ
う条
隆た

か

平と
し

が
任
命
さ
れ

ま
し
た
が
、
5
月
29
日
（
※
）
に
新

潟
裁
判
所
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
新
潟
に
越
後
府
が

設
け
ら
れ
、
後
に
長
岡
に
移
転

し
ま
す
が
、
そ
の
頃
の
越
後
国

内
は
北
越
戊
辰
戦
争
が
始
ま
り

混
乱
し
て
い
た
た
め
、
行
政
組

織
と
し
て
は
名
目
的
な
も
の
に

す
ぎ
ず
、
ほ
と
ん
ど
機
能
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

■ 

新
政
府
、
水
原
に
民
政
局
を
置
く

　

新
政
府
は
、
旧
幕
府
領
・
旗

本
領
、
同
盟
諸
藩
領
を
占
領
し
、

次
々
に
そ
の
領
地
を
管
理
す
る

た
め
の
「
民
政
局
」
を
置
き
ま

し
た
。
越
後
に
も
民
政
局
が
置

か
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
統
括

し
た
の
が
越
後
府
で
す
。

　

7
月
27
日
、
新
政
府
軍
は
水

原
に
進
攻
、
会
津
軍
を
打
ち
破

り
、
同
月
29
日
、
水
原
に
民
政

局
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

8
月
14
日
、
越
後
府
権ご

ん

判は
ん

事じ

（
現
在
の
副
知
事
の
補
佐
）
が
、

柏
崎
、
小
千
谷
、
長
岡
の
各
民

政
局
に
か
か
わ
っ
た
後
、
水
原

に
到
着
。
翌
15
日
に
水
原
の
庄

屋
で
あ
る
熊
倉
孝
次
郎
、
穴
沢

忠
治
が
水
原
陣
屋
支
配
地
と
会

津
新
領
の
村
役
人
に
民
政
局
の

指
示
と
し
て
、
水
原
に
集
合
す

る
よ
う
に
通
知
し
、
今
ま
で
新

政
府
や
総
督
府
が
行
っ
て
き
た

さ
ま
ざ
ま
な
命
令
を
出
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

■ 

明
治
の
は
じ
ま
り

　

9
月
8
日
、
天
皇
の
即
位
に

よ
り
元
号
が
「
明
治
」
に
改
元

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、

天
皇
の
在
位
中
に
飢
饉
や
天
変

地
異
が
起
こ
る
と
、
そ
の
都
度

元
号
が
変
わ
り
ま
し
た
が
、
明

治
以
降
は
天
皇
一
代
で
元
号
を

1
つ
と
す
る
「
一
世
一
元
」
の

制
度
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

■ 

第
二
次
越
後
府

　

明
治
元
（
１
８
６
８
）
年
9

月
21
日
、
越
後
府
は
「
新
潟

府
」
と
改
称
し
、
10
月
28
日
に

西さ
い
お
ん
じ

園
寺
公き

ん
も
ち望
が
新
潟
府
知
事
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

実
際
に
は
赴
任
せ
ず
、
明
治
2

（
１
８
６
９
）
年
2
月
8
日
、
再

び
越
後
府
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

新
潟
に
は
新
潟
府
が
存
続
し
、

水
原
に
は
新
し
く
越
後
府
庁
が
置

か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
北

越
戊
辰
戦
争
の
混
乱
期
を
経
て
、

よ
う
や
く
行
政
府
と
し
て
の
機
能

が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
府
知
事
は
公
家
の

壬み

ぶ生
基も

と
お
さ修
、
判
事
（
現
在
の
副
知

事
）
は
長
州
藩
士
の
前
原
彦
太
郎

（
一
誠
）、
権
判
事
に
奥お

く
だ
い
ら平
謙け

ん
す
け輔
ら

が
着
任
し
ま
し
た
。

※
笹
神
村
史
に
は
5
月
23
日
と

　

記
載
。

《
参
考
資
料
》
新
潟
県
史
・
笹
神

村
史
・
水
原
町
編
年
史
・
水
原

郷
土
誌
料
他

■■越後府から新潟県への移り変わり（一部）越後府から新潟県への移り変わり（一部）

慶応4慶応4
（1868）（1868）年年
4月19日4月19日
新潟裁判所新潟裁判所

5月 29 日5月 29 日（※）（※）

第 1次越後府第 1次越後府

9月 8日9月 8日
明治改元明治改元

明治元（1868）年明治元（1868）年
9月 21 日9月 21 日

越後府が新潟府と改称越後府が新潟府と改称
併
合
併
合

明治 2明治 2
（1869）年（1869）年
2月 22 日2月 22 日
新潟県新潟県

明治 2（1869）年明治 2（1869）年
2月 8日2月 8日
第2次越後府第2次越後府

7月27日7月27日
水原県水原県

明治3明治3
（1870）（1870）年年
3月27日3月27日
新潟県新潟県
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★9月もイベントに参加してきたっちょ！

　1 日（土）は、「RUN 伴 2018」、15 日（土）
と 29 日（土）は「敬老会」に参加してきたよ。
会いに来てくれたみんな、ありがちょ！

ごずっちょのお出掛け情報やごずっちょのお出掛け情報や
近況をお知らせします近況をお知らせします

ごずっちょ通信ごずっちょ通信№76№76
ごずっちょの情報は、Facebook や市ホームページで
も見れるっちょ。
【問い合わせ】
市長政策・市民協働課 市民協働係　☎ 62-2510

ごずっちょ 検索

9 月 1 日　RUN伴 20189 月 1 日　RUN伴 2018

★ 今月のイベント参加予定だっちょ！
　13 日（土）・14 日（日）は「JA葬祭 5周年祭」、
14 日（日）は「越後プロパンイベント」、20 日（土）・
21 日（日）は「女子バスケットボールWリーグ
公式戦」、27 日（土）は「にいつハロウィン仮装
まつり」、28 日（日）は「はたらき ing フェア in
あがの」に参加予定。盛りだくさんだっちょ！

★ ゆるキャラグランプリにエントリー
中だっちょ！

　下のＱＲコードから、ごずっちょに１日１票
お願いします！

投票はコチラ→

をを
読み読みつくせ！つくせ！

紙面紙面

さあ、「広報あがの」をすみずみまで読みつくそう！　○に当てはまる文字を答えてください。

問題：人気の給食第1位

「ささみ○○○フライ」

★ 9月号の正解は次のとおりです。★

☆応募の方法など☆

　①クイズの答え②広報あがのアンケートの回答
③広報紙や市政への意見など④住所⑤氏名⑥年齢
⑦電話番号を記入し、はがきや電子メール、ＦＡ
Ｘで10月 17日（水）必着で応募してください。
送付先：〒959-2092　阿賀野市役所　広報あがの行
電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp
ＦＡＸ：62-0281
※当選者は正解者の中から抽選で決定。発表は、
　賞品の発送をもって代えさせていただきます。

★今月のプレゼント★今 ★★月のプレゼント★のプ ゼン ★今月 ★★★★月 ト★今月のプレゼント★

ごずっちょシール＆ミニごずっちょシール＆ミニ
タオルタオル

【広報あがのアンケート】
■今月号から、表紙やお知らせ版の紙面、
文字の大きさなどのリニューアルを行いま
した。感想は次のうちどれですか？

①満足　②やや満足　③やや不満　④不満

● 

今
月
は 

小こ

う

じ路 

で
す 

●

乙
子
屋
と
保
田
館

　

明
治
の
終
わ
り
頃
か
大
正
時

代
、
こ
の
町
内
は
「
乙お

と

子ね

屋や

小

路
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

１
８
６
７
（
慶
応
3
）
年
頃
、

善
久（
新
潟
市
西
区
）の
出
身
で
、

造
り
酒
屋
の
笠
原
家
の
杜
氏
で

あ
っ
た
人
が
、
分
家
と
な
り
独

立
。「
乙
子
屋
」
の
屋
号
で
、
現

在
の
田
中
時
計
店
（
本
町
）
の

場
所
で
、
酒
類
や
日
用
品
、
雑

貨
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
と
し
て
は
珍
し
い
洋
館
風

の
建
物
は
街
の
象
徴
と
な
り
、

こ
の
名
が
付
い
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

大
正
の
末
期
に
な
る
と
、
乙

子
屋
が
沼
垂
（
新
潟
市
中
央
区
）

に
転
居
。
残
さ
れ
た
土
地
の
一

角
で
、
そ
の
建
物
の
角
か
ら
小

南

西

北

東

小路

路
を
下
っ
た
左
側
に
芝
居
小
屋

「
保
田
館
」が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

間
口
6
間
、
奥
行
き
12
間
ほ
ど

の
立
派
な
2
階
建
て
の
建
物
で
、

週
1
回
ほ
ど
、
芝
居
や
活
動
写

真
（
映
画
）
が
興
行
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
１
９
４
４
（
昭
和

19
）
年
、
軍
事
工
場
と
し
て
三

条
方
面
に
売
ら
れ
、
約
20
年
の

歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
芝
居
小
屋
に
舞
台
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
舞
台
小
路
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

１
５
０
年
前
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

町
内
に
越
中
屋
と
い
う
薬
局

が
あ
り
ま
す
。
今
か
ら
１
５
０

年
前
の
戊
辰
戦
争
当
時
、
豆
腐

屋
を
営
ん
で
い
た
そ
う
で
、
あ

る
日
、
官
軍
に
追
わ
れ
逃
げ
込

ん
で
き
た
会
津
藩
の
武
士
を
か

く
ま
っ
て
や
っ
た
。
そ
の
お
礼

に
と
、
自
分
の
腰
に
差
し
て
い

た
「
日
本
刀
」
を
差
し
出
し
、

商
人
の
姿
に
身
を
変
え
て
、
会

津
へ
立
ち
去
っ
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
刀
剣
は
、
長
さ
約
80
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
無
銘
の
作
品

で
す
が
、
い
か
に
も
実
用
的
で
、

が
っ
し
り
と
し
た
も
の
で
す
。

（
取
材
協
力
＝
田
澤
紀
雄
さ
ん
）

■世帯数 81
■人　口 232
（9月 1日現在）

安田支所から北西約
200m、安田地区の中
心部に位置する。

昭和 38年 1月豪雪（38豪雪）時の共同雪下ろし

● 

先
月
号
の
特
集
の
公
共
交
通

に
つ
い
て
、
今
後
人
口
減
少

な
ど
で
さ
ら
に
利
用
者
が
減

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

み
ん
な
で
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
思

い
ま
し
た
。　
（
40
代
・
男
性
）

☆ 

車
が
あ
る
と
公
共
交
通
を
利
用

す
る
機
会
は
少
な
い
で
す
が
、

年
数
回
の
利
用
で
も
将
来
の
運

行
継
続
に
つ
な
が
り
ま
す
。

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

「
ご
ず
っ
ち
ょ
」、
ゆ
る
キ
ャ

ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
！　
　
（
30
代
・
男
性
）

☆ 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
わ

た
し
は
毎
日
投
票
し
て
い
ま
す
。

ラ
イ
バ
ル
が
多
い
で
す
が
、
最

後
ま
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！ 

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

8
月
号
で
も
間
違
い
探
し
が

難
し
い
と
コ
メ
ン
ト
が
あ
り

ま
し
た
が
、
今
回
の
は
さ
ら

に
難
し
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
50
代
・
男
性
）

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

広
報
に
も
載
せ
て
ほ
し
い
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
特
集
見
て
み

た
い
で
す
。　
（
10
代
・
女
性
）

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

普
段
か
ら
自
家
用
車
の
み
の

生
活
で
、
な
か
な
か
バ
ス
を

使
う
こ
と
は
な
い
で
す
が
、

廃
止
は
避
け
た
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
時
刻
表
検
索
や
予

約
が
、
携
帯
電
話
な
ど
か
ら

簡
単
に
で
き
れ
ば
い
い
な
と

も
思
い
ま
す
。（
20
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

先
月
号
の
お
祭
り
の
記
事
を

見
て
、
と
て
も
楽
し
そ
う
だ

と
思
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
人
が
参
加
し
て
い
て
、
に

ぎ
や
か
で
い
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
（
20
代
・
女
性
）

☆ 

お
祭
り
は
地
域
を
盛
り
上
げ
て

く
れ
ま
す
ね
。
今
月
7
日
の
「
コ

ス
モ
ス
き
ょ
う
が
せ
ま
つ
り
」
に

も
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。




